
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

本日の議論事項

資料０



道路周辺の土地利用に関連する制度の概要 ～大規模開発に伴う関係協議スキーム～

〇大規模小売店舗の設置者が行う主な交通関連の協議スキームは以下の通り。
〇都市計画法第32条と道路法第24条に道路管理者との手続きが位置付けられている。

開発事業者の開発計画

事前の同意（第32条）
開発行為に関係がある公共
施設の管理者と協議し、同意
を得なければならない

駐車場位置・交通量調査、
交通処理等検討

工事着手

実施設計

完成

道路管理者、警察との
調整

工事着手の直前に実施
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計画立案・基本設計

建築確認申請

都市計画法手続き（開発許可）
〔都道府県等〕

大店立地法手続き
〔都道府県等〕

道路法手続き
〔道路管理者〕

開発許可申請、許可

道路管理者との事前協議

道路管理者との接道協議
（第24条）

届出

説明会、都道府県の
意見提出等

8か月
以上



道路周辺の土地利用及び路上工事による渋滞への対応の方向性

重点対策区間・エリア

道路周辺の土地利用

路上工事

渋 滞 協

（道路管理者・警察・利用者団体等）

道路管理者

重点対策区間・エリアの指定

許可条件等

経済的な
インセンティブ等

モニタリング

対策の調整・連携

上記スキームの具体策について、今後検討会の意見を頂きながら検討し、段階的な導入を図る。

特に、道路周辺の土地利用対策については、影響範囲の考え方、立地後の追加要請の担保、街づくりと

の関係などに留意しつつ検討を進める。 2
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■論点事業者 行政

立地計画
立案

予測

対策

立地

モニタ
リング

追加対策

確認

許可等

論点１

論点２

論点３

論点
４、５

■進め方イメージ
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論点１ 対象施設・検討の対象とする範囲・影響の予測手法について

論点５ 今後の導入方針について

論点２ 立地前に要請する対策メニューについて

論点３ 立地後のモニタリングについて

論点４ 仕組み・制度の構築について
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